
血液内科
主な対象疾患

・慢性骨髄性白血病 ・慢性リンパ性白血病 ・多発性骨髄腫
・悪性リンパ腫 ・骨髄異形成症候群 ・骨髄増殖性腫瘍
・再生不良性貧血 ・発作性夜間血色素尿症 ・溶血性貧血
・特発性血小板減少性紫斑病

診療科の特徴

●外来で完結する「血液疾患の精密検査」に対応
骨髄穿刺や骨髄生検などの専門的な検査を行い、外来通院が可能な範囲での血液疾患の診断・評価を迅
速に行います。

●定期的な「外来処置（輸血・瀉血）」の実施
診断後の継続的な管理として、成分輸血や瀉血療法などの処置を外来にて計画的に実施いたします。

●症状に応じた「適切な医療連携」の推進
当院の外来機能を活かし、病状が安定した患者さんの定期観察や維持療法を責任を持って担当いたしま
す。

地域医療機関の先生方へ：ご紹介時のお願い

非常勤による週２回の外来診療（火・木曜日）のため、原則、急性白血病のような緊急性のある疾患につき
ましては対応できません。外来対応が困難な症例につきましては他院にお願いしております。
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専門分野
血液内科一般

資格等
日本内科学会認定内科医日本血液学会専門医

神戸大学医学部附属病院・神戸市立医療センター中央市民病
院より非常勤医師が対応させていただきます。


